
市
教
育
委
員
会
は
、
埋
蔵
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
 

八
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

「
原
子
下
溜
池
遺
跡
」
 

の
 
発掘
調
査
を
 
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
お
よ
そ
 

五
、
六
千
年
前
の
縄
文
（
じ
ょ
う
も
ん
）
前
期
の
 

「
円
筒
下
層
式
」
土
器
片
の
発
掘
に
成
功
し
、
先
 

住
民
の
生
活
様
式
を
裏
付
け
す
る
多
く
の
石
器
類
 

も
発
見
し
ま
し
た
。
 

発
掘
調
査
は
、
弘
前
大
教
育
学
部
助
教

授
村
越
潔
氏
（
考

古
学
専
攻

）
の
指
導

で
、
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
新
谷
雄
蔵
（
五

所
川
原
中
央
小
校
長
）
、
新
谷
武
（
五
農

教
諭
）
和
田
藤
雄

（
同
）
、
新
谷
由
紀
子
 

（富
港
小
教
諭
）
 の
四
氏
が
中
心
に
お
こ

な
っ
た
も
の
で
す
。
発
掘
地
点
は
、
 「
原

子
下
溜
池
」
西
側
に
あ
る

「
原
子
館
」
跡
 

発戸された「円「下看式」土器 

① （昭和33年9月旧日第3種郵便物認可） 
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大
町
銀
叫

今
日
車

は
通
れ
な
し
 

路
上
は
ヤ
ン
グ
の
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
 

思
い
思
い
の
サ

ー
ク
ル
が
 

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
る
や
っ
て
る
ぞ
 

さ
あ
さ
あ
チ
ビ
 ッ
子
集
ま
れ
楽
し
い
ぞ
 

石
け
り
 
お
手
玉
 
落
書
だ
 

や
あ
や
あ
こ
れ
は
も
の
す
ご
い
 

頭
で
ガ
ン
と
瓦
が
割
れ
た
 

厚
い
氷
も
割
れ
ま
し
た
 

こ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
空
手
だ
よ
 

母
さ
ん
あ
っ
ち
へ
行
っ
て
み
よ
う
 

み
ん
な
見
ど
こ
ろ
聞
き
ど
こ
ろ
 

わ
っ
と
ど
よ
め
く
若
い
声
 

．ーユ．!
!？
】
！
甘
！

一
」
」
？

一
！
一
」

！
一一
！零
一
て
『
ニ！《
●
一
「
ユ
ユ
ユ

」
」
」
一

●『
ーニ
コ
三
三
”ニ
三
一
て

《
●
1
?，】」
！
“

'
？「
こ
三
●
ョ？】
，！
一
」
！

,1

！
言
 

 
t
ま
●
．
言】犀
含零
皇
霊
●
ミ
ミ

官
！
」
三
玉

言
」！!
！犀
！

I

，
日
三
「
【
に
に
【

E

ミ
ョ】
”
 

（
原子
字
山
元
、
標
高
四
三

・

一
五
M
）
 
の
一角
で
、
、
二
十
平

方
り
Mに
わ
た
っ
て
二
・
三
〇
M
 

の
深
さ
ま
で
掘
り
起
し
た
。
 

出
土
し
た
「
円
筒
下
層
式
」
 

土
器
片
（
三
〇
箱
分
）
 
は
、縄

文
前
期
の

A
式
か
ら

D
式
ま
で

の
各
時
期
に
わ
た
っ
て
ひ
と
そ

ろ
い
で
、
復
元
し
た
な
か
で
最

大
の
も
の
は
、
 高
さ
が
七
十

疹
、
ロ
経
四
十
五
乃
の
円
筒
土

器
。
土
器
片
に
炭
化
し
た
ス
ス

が
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
煮

沸
に
使
用
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
 

ほ
か
に
、
土
器
片
に
は
四
、
 

五
千
年
前
の
縄
文
中
期
の

A
式
 

B
式
と
、
後
期
の
 
「
十腰
内

I
 

式
」
 
の
一
部
、さ
ら
に
七
、
八

百
年
前
の
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉

寿
代
初
頭
の
 
「
土
師器
」
 
（
 

四
、
五
点
）
が
出
て
い
る
。
 

石
器
類
（
約
六
〇
点
）
 
は
、
 

小
刀
の
代
用
、
皮
は
ぎ
に
用
い

た
と
推
定
さ

れ
る
①
石
さ
じ
 

（
六
点）
②
槍
（
ヤ
リ
）
 
の
穂
 
 

先
（
」
ホ

イ
ン
ト
 

）
七
、
 

八
点
③

窪
石
（
 

三
点
）
 

④
網
の

重
石
な

ど
。
 

新
谷

雄
蔵
氏
 

は
 
「円
筒
下
層
式
土
器

が
、
 

縄
文
前
期
の
各
時
期
に
わ
た
っ

て
ひ
と
そ
ろ
い
出
土
し
た
こ
と

は
、
と
く
に
津
軽
で
は
こ
れ
ま

で
確
認
で
き
な
か
ー
った
前
期
の
 

c
式
で
正
式
に
確
認
で
き
た
こ

と
o
 

ノ
 

矢
ジ
リ
が
な
く
て
、
投
テ
キ

用
と
思
わ
れ
る
石
や
漁
の
さ
い

の
網
の
重
石
が
で
た
こ
と
は
、
 

生
活
様
式
の
な
か
で
狩
猟
形
態

の
ひ
と
つ
の
手

が
か
り

と
な

る
、
な
ど
成
果
は
大
き
い
」
と

発
掘
の
意
義
を

語
っ
て
 
い
ま

す
。
 

生活環境 

パトロール本部 

住みよい 
環境づくりに 

煽”(5)1414 



照
漣
麿
塵
縄
電
舞
緯
雄
噂
鷹
姻
 

難
楼
と
緑
と
 

零
」
（
』
 

②
 

大会当日、市内で、65歳以上3、 770人、ねたきり90人、老人ホーム 65人 

老
人
福
祉
法
制
定
十

周
年
記
念
の
 
「五
所
川
原
市
老
人
福
祉
大

会
」
は
、
九
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
招
待
さ
れ
た
七
十
五
歳
以
上
の

お
と
し
よ
り
な
ど
お
よ
そ
七
百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
物
故
者
に
対
し
黙
と
う
し
た
あ
と
、
市
長
代
理
の
岩
館

一
 

助
役
が
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
 

に
 

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
満
八
十
八
歳
の
米
寿

を
迎
え
た
前
田
野
目
の
新
谷
す
ょ
さ
ん
ら
十
四

人
に
座
布
団
を
贈
っ
て
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
年
以
上
長
年
に
わ
た
っ
て
、
自
宅

、
‘
 
ノ‘
、
 で
ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
を
介
護
し
て
き
た

開
 

家
族
十
人
も
表
彰
さ
れ
、
長
年
の
労
苦
を
た
た

会
 
え
ま
し

た
。
 

h】
」U
 
“
山
 

〕
曲
（
台
ナ
ノ
よ
「
 

・
士
ハ
坂
サ
ョ
 
（
」
刊
田
眠

引
目
〕
小
）
 

百
田
 
笠
原
き

く
（
持
子
沢
）
 
鈴木
き
よ

（
梅
 

?／
、
 
オ
 

B

光
井
志
ナ
よ
へ
販
清
ン
中
元
ミ
ョ
へ
 

二
・
〈
 

長
一畠
）
仙
庭
栄
八
（
松
野
木
）
木
村
ソ
ノ
 

ー
ゴ
ー
 
．
‘
 

ョ
 
（
娃
巷
）
》
口
（
白
一
西
土
口
、

古
亘
層
キ
ー
ョ
 
（
滅
木

井
、
 
ユ膚
直
膚

（
浅
井
）
浅
刑
サ
タ
 
工

藤
と
め

（
川
端
町
）
長
尾
な
み
（
高
瀬
）
 

▽
老
人
介
護
者
 

外
崎
竹

（
藻
川
）
斎
藤

ス
キ
 
（中
平
井

町
）
盛
 
シJス
エ
 （川
端
町
）
山
口
 
ス
エ
 
（錦
町
）
木
村
き
く
え
 

（
漆川
）
太
田
静
枝
（
太
刀
打
）
山
ロ
ァ
子
（
毘
沙
門
）
三
橋
と

し
、
佐
々
木
ュ
キ
 
（
飯詰
）
須
藤
末
子
（
野
里
）
 
（
敬称
略
）
 

や 末 
末長く健やか 

老人福祉大会開く 

中
小
企
業
 

脅
 
、
退
職

金

（
共
済）
 

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力

の
確
保
は
、
ま
す
ま
す
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
有
効
な
中
小

企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
採
用

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

▽
制
度
の
し
く
み
 

事
業
主
が
中
小
企
業
退
職
金
 

ー
・
 

響
称
農
の
か
隷

軸
 
 

制
度
の
採
用
を
 

共
済
事
業
団
と
退
職
金
共
済
契

約
を
結
び
、
毎
月
従
業
員
ひ
と

り
ひ
と
り
の
掛
金
を
お
近
く
の

金
融
機
関
に
納
め
ま
す
。
 

掛
金
は
全
額
免
税
 

毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
、
将

来
、
多
額
の
退
職
金
が
用
意
で

き
ま
す
し
、
そ
の
う
え
掛
金
は
 

く
、
丈
も
低
く
あ
ま
り
見
ば
え

ノ‘
の
す
る
花
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
 

し
か
し
、
近
年
改
良
さ
れ
た

も
の
は
全
く
別
種
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
で
高
性
、
大
輪
、
花
色
も
 

百
 
日
 
草
 

（キ
 ク
 科
）
 

深
紅
色
か
ら
紫
紺
『
白
と
豊
富

八
重
咲
が
ほ
と
ん
ど
で
、
花

型
も
ダ

ー
リ
ア
の
よ
う
に
デ
コ

ラ
咲
、
カ
ク
タ
ス
咲
、
ポ
ン
ポ

ン
咲
な
ど
と
変
化
に
」
ん
で
い

ま
す
。
 

葉
、
花
弁
も
固
く
、
き
ち
っ
 

、
 

法
人
の
場
合
は
損
金
、
個
人
企

業
の
場
合
は
必
要
経
費
と
し
て

全
額
免
税
に
な
り
ま
す
。
 

▽
退
職
金
に
国
庫
補
助
金
が

つ
き
ま
す
 

退
職
金
に
は
国
庫
補
助
金
が

つ
き
、
短
期
勤
続
者
ょ
り
長
期

勤
続
者
に
よ
り
多
額
の
退
職
金

が
支
払
わ
れ
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

と
し
ま
っ
た
感
じ
で
ダ
ー
リ
ア

と
は
ま
た
ち
が
っ
た
趣
き
が
あ

り
、
最
近
は
切
花
に
も
多
く
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
o
ウ
ラ
シ
マ

と
呼
ぶ
よ
り
、
や
は
り
学
名
の

ジ
ニ
ア
と
言
っ
た
方
が
、
い
ま

の
花
に
は
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で

す
。
 

丈
夫
な
も
の
で
追
肥
の
ほ
か

特
別
の

手
入
 
れ
は
要
し
ま
せ

ん
。
 市

民
探
草
会
 

▽
と
き
 
九

月
一
一十
七
日
 

（木
）
午
後
五
時
ー
六
時
 

▽
集
合
 
午
後
五
時
乾
橋
下

▽
準
備
 
メ
モ
帳
 

融
資
も
受
ら
れ
る
 

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
 

企
業
は
、
従
業
員
の
た
め
の
住
 

宅
、
寮
、
更
衣
室
、
休
養
室
な
 

ど
の
福
利
厚
生
施
設
を
つ
く
る
 

資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
 

▽
毎
月
の
掛
金
は
 

掛
金
は
月
額
四
〇
〇
円
か
ら
 

四
、
〇
〇
〇
円
ま
で
十
六
種
類
 

あ
り
、
従
業
員
個
人
ご
と
に
き
 

あ
ま
す
。
幽
金
ま
全
顎
事
集
主
 

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▽
申
込
み
は
金
融
機
関
へ
 

こ
り
制
度
に
加
入
で
き
る
の
 
？
 

は
、
常
用
の
従
業
員
が
ひ
と
り
 

以
上
三
百
人

（
商業
、
サ
ー
ビ
 

ス
業
な
ど
で
は
五
〇
人
）
以
下
 

の
事
業
所
に
限
り
ま
す
。
 

申
し
込
み
は
近
く
の
金
融
機
 

関
へ
。
申
込
用
紙
は
金
融
機
関
 

の
窓
ロ
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
 

ふ
つ
う
 
「
ウラ
シ
マ
」
 と
呼

ば
れ
、
家
庭
の
花
壇
に
よ
く
見

ら
れ
る
花
で
す
が
、
メ
キ
シ
コ

原
産
の
一
年
草
で
春
種
子
を
ま

い
て
い
ま
が
花
盛
り
で
す
。
 

花
期
が
長
く
、
初
夏
か
ら
秋

未
ま
で
 咲
き
つ
づ
け

ま
す
の

で
、
百
日
草
の
 名
が
あ

り
ま

す
。
 

徳
川
末
期
に
 
日
本
に

渡
来

し
、
古
く
作
ら
れ
た
も
の
は
単

弁
で
色
も
黄
色
系
の
も
の
が
多
 

市政ダイヤル 
その日の 

行事や予定は 

声胃，⑤4321 

￥
憂
児
検

診
九
暑

一
日
午
後
一
時

ー
一
蒔
半
吊

中
央
公
民
館
）
対
象
七

和
長
橋

x沢地区
 



③
 

弓道魯やってみませんか 

戦
没
者
な
ど
の
妻
に
支
給
さ

れ
る
特
別
給
付
金
の
制
度
が
、
 

次
の
よ
う
に
改
正
に
な
り
ま
し

た
。
 

（
一
）
戦
没
者
な
ど
の
妻
に

対
し
支
給
さ
れ
て
い
た
二
十
万

円
（
い
号
国
庫
債
券
）
 
の
特
別

給
付
金
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
 

月
三
十
日
で
満

額
支
払
い
完
了

と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど

六
十
万
円
に
増
 

額
さ
れ
、
新
た
に
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
二
）
戦
傷
病
者
が
、
そ
の

傷
病
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
八
年

四
月
一
日
以
後
に
死
亡
し
、
昭

和
四
十
八
年
四
月
一
日
現
在
妻

が
公
務
扶
助
料
、
公
的
年
金
な

ど
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
場
合

は
、
特
別
給
付
金
二
十
万
円
が
 
 支

給
さ
れ
る
ニ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 （

三
）
特
別
給
付
金
は
、
昭

和
四
十
七
年
の
遺
族
援
護
法
の

一
部
改
正
に
よ
る
該
当
者
（
準

軍
人
、
軍
属
関
係
）
 
には
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
改
正
で
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

（
四
）
特
別
給
付
金
は
、
死

没
者
が
昭
和
十
二
年
七
月
七
日

以
降
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
一

日
前
に
死
亡
し
た
場
合
を
要
件

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
正
で
同
年
四
月
一
日
以
降
、
 

昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
ま

で
に
死
亡
し
た
者
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
 

（
日
）
午
前
九
時
 
五
所
川
原

高
校
 

▽
二
次
試
験
 
十
月
一
一
十

六
日
（
金
）
午
前
九
時
（
試
験

場
は
一
次

試
験
合
格
者
に

通

知
）
 

▽
受
付
期
間
 

九
月
二
十
二
日
 
（
土
 ）
ま
 

（
一
）
 
の
該
当
者
名
簿
は
、
 

市
窓
ロ
サ
1
ビ
ス
課
に
あ
り
、
 

後
日
直
接
通
知
し
ま
す
の
で
、
 

通
知
が
あ
っ
た
ら
請
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
二）
、
 （
三
）
、
 
（
四
）
 

の
対
象
者
は
不
明
で
す
か
ら
、
 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
 

三
十
日
以
前
に
他
の
市
町
村
で

申
請
し
、
そ
の
後
当
市
に
転
入

さ
れ
た
方
の
今
回
の
改
正
に
よ

る
申
請
は
新
居
住
地
で
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
い

つ
で
も
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
 

で
。
 （
や
む
を
得
な
い
 場
合

は
、
試
験
当
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
）
 

▽
申
込
用
紙
の
請
求
 

五
所
川
原
警
察
署
へ
 

▽
申
込
方
法
 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
警
察
に
提
出
の
う
え
受

験
票
を

受
け
と
っ
て

く
だ
さ
 

郵
送
の
際
は
、
封
筒
の
表
に
 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
第

七
回
 
「市
民
弓
道

教
室
」
 

は
、
十
月
二
日
か
ら
十
二
月

十
八
日
ま
で
、
毎
週
火
曜
日

と
土
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
三
道
会
館
で
開
か

れ
ま
す
。
 

五
所
川
原
弓
道
会
の
有
段

者
が
、
親
切
に
指
導
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
 

年
齢
に
関
係
な
く
や
れ
る

弓
道
は
、
あ
な
た
の
生
活
を

充
実
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
弓

具
は
、
い
っ
さ
い
道
場
に
備

え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
 

お
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

す
で
に
新
聞
紙
上

な
ど
で
ご
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
 

こ
の
た
び
政
府
の
指

示
に
基
づ
き
国
民
金

融
公
庫
と
環
境
衛
生

金
融
公
庫
の
貸
付
利

率
の

一
部
が
、
昭
和

四
十
八
年
八
月
一
日
 

の
貸
付
分
か
ら
次
の
よ
う
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
 

▽
基
準
金
利
 
新
利
率
 
年

八
・
〇
督

（
旧
利
率
年
七
・
七

者
）
 

▽
特
利
の

一
部
 
新
利
率

年
六
・
五
督

（
旧
利

率
六
・

一
一
督）
 

寄
 
金
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所
社
会

開
発
委
員
会

（
高
橋
正
二
委
員

長
）
 
は
、九
月
二
日
の
ヤ
ン
グ

フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
で
交
通
安
全

キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
を
お
こ
な
い
、
 

そ
の
寄
金

一
万
六
千
五
百
円
を

交
通
遺
児
の
救
済
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
交
通
安
全
母
の
会

に
贈
り
ま
し
た
。
 

盛
”
】
 

一
 

」1
子

」
 

「
警
察
官
受
験
申
込
」
と
朱

書
を
。
 

な
お
、
試
験
の
方
法
な
ど
詳

し
く
は
左
記

へ
。
 

青
森
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

（
電
話
、
青
森
（
二
二
）
一
一

一
一
番
）
、
青
森
県
警
察
本
部

警
務
課
（
電
話
、
青
森
（
一
『「
1
 

）
四
一
一一
一
番
）
、
五
所
川
原

警
察
署
 

▽
採
用
人
員
 
六
十
人
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
二
十

一

年
四
月
二
日
ー
昭
和
三
十

一
年

四
月
一
日
 
ま
で
 生
ま
れ
た
男

子
。
 

警
察
官

（
B
）
の
受
験
資
格

を
有
す
る
方
。
 

▽
一
次
試
験
 
九
月
三
十
日
 

警
察
官
（
巡

査
）
 
採
用
の
初
級
試

験
 

「弓道教室」での指導風景 

襲
 
妻
に

6
0万
円
の
給
付
金
 

手
続
き

は
窓
口
サ

ー
ビ

ス
課
で
 

い
つ
で
も
ご
相

談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
昭
和
 

四
十
八
年
四
月
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貸付利率を引上げ 

第 6 回市民おはよう 

サイクリング 

△と き 9月16日 （日） 午前6時～7時一雨天次週一 

△コース 岩木川めぐり 

△集 合 市庁舎前「おまつり広場」 

どんな自転車でもけっこうです。参加者は原則とし 

て小学校 4 年生以上です。それ以下は父兄の同伴を要 

します。 



ブ

ロ
 

④
 

ー
ー
 

一
 

会
社
の
登
記
懲
『
一
 

会
社
、
法
人
な
ど
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
登
記
事
項
に
関
し
て
、
 

選
任
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
り

一
定
の
期
間
内
に
登
記
申
請
を

お
こ
な
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
 

関
係
役
員
な
ど
は
過
料

（
商
法

第
四
九
八
条
第

一
号
）
 
に処
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

登
記
期
間
は
 

登
記
事
項
の
変
動
の
日
か
ら

ロ
本
店
（
主
た
る
事
務
所
）
の

所
在
地
で
は
二
週
間
以
内
 

口
支
店
（
従
た
る
事
務
所
）
 
の

所
在
地
で
は
三
週
間
以
内
 

費
な
お
《
登
記
申
請
な
ど
に
必

要
な
会
社
、
法
人
な
ど
の
種
類

会
社
、
法
人
の
場
合
の
登
記
事

項
な
ど
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

法
務
局

（
支
局
、
出
張
所
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
 

い
よ
い
よ
ス
ポ

ー
ツ
の
シ

ー
 

ズ
ン
ノ
五
十
二
年
国
体
の
本
県
‘
 

開
催
が
内
定
し
施
設
の
整
備
、
 

選
手
の
強
化
育
成
や
県
民
運
動

の
す
す
め
方
な
ど
の
検
討
が
は

じ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
柔
道
の
二
種

目
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
九
月
と
十
月
に
は
本
市

で
次
の
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

ロ
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
兼

第
2
6回
県
高
校
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
 

▽
九
月
十
五
日
 
（
土）
十
六

日
 
（
日
）
 

▽
五
所
川
原
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ

ー
陸
上
競
技
場
（
飯

詰
）
 

▽
参
加
選
手
 
一
般
、
高
校
 r

 
生
約
一
千
二
百
人

ロ
居
弟2
2回
県
高
校
卓

球
選
手
権
大
会

▽
十
月
六
日
 
（
土
 

）
 
七
日
 （
日）
 

▽
五
所
川
原
商
業

高
校
体
育
館
 

▽
参
加
選
手
 
各

ツ
ク
予
選
会
で
選
ば
れ
た

約
二
百
人
 

市
民
遠
足
会
 

五
所
川
原
青
年
ク
ラ
ブ
 （藤

森
健
悦
会
長
）
が
主
催
し
、
次

の
日
程
で
開
き
ま
す
の
で
、
家

族
づ
れ
で
多
数
参
加
を
お
待
ち
 

第

一
回
県
産
品
愛
用
促
進
運

動
は
九
月
一
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で
、
 

青
森
県
で
は
、
県
産
品
を
愛

用
し
地
場
産
業
の
振
興
を
は
か

る
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
県
産
品
を
愛
用
し
て
い
た
だ

く
ょ
う
、
県
産
品
愛
用
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
身
ぢ
か
な
と
こ
ろ

に
は
、
す
ぐ
れ
た
ふ
る
さ
と
の

味
ゃ
、
東
北
の
素
朴
な
気
質
が

生
み
だ
し
た
魅
力
の
あ
る
民
》lK
 

品
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

こ
れ
ら
の
県
産
品
の
な
か
に
は
 
 

し
て
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
九
月
十
六
日

（
日
 

）
午
前
八
時
半
か
ら
 

▽
行
先
 
市
内
長
者
森
（
片

道
六
キ
ロ）
 

▽
集
合
 
市
庁
舎
前
「
お
ま

つ
り
広
場
」
 

▽
昼
食
は
各
自
ご
持
参
を

▽
冷
た
い
ジ
ユ
ー
ス
．
、キ
ヤ

ラ
メ
ル
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

▽
歩
き
易
い
服
装
で
お
い
で

く
だ
さ
い
▽
お
子
さ
ん
の
た
め

帰
り
は
、
 マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
用

意
し
ま
す
 

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止

し
ま
す
。
 （決
行
の
と
き
は
打
 

E
げ
花
火
を
あ
げ
ま
す
）
 

J
」
 

‘、
一
 

9 月 21日 （金）~9月 30 日 （日） まで 10 日間 △こどもと

老人の指導と保護 △酒酔い、無免許運転の防止 △二輪車のヘル

メットの冠帽と暴走運転の防止 について実施されます。 

警察で1よ、この運動のほか 「命を大切にしよう」 と 「交通事故

死者三割減少」運動をあわせて実施しますので、みなさんのご協力

をお願いします。 （五所川原警察署） 

お
土
産
品
や
贈
り
物
と
し
て
け

っ
こ
う
な
も

の
が
 
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
、
 

青
森
県
か
ら
出
て
い
る
県
産
品

を
も
う
一
度
ょ
く
ご
ら
ん
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
 け
っ
し
て
、
 

他
県
の
も
の
と
比
較
し
て
優
る

と
も
劣
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
 

か
つ
県
産
品
で
も
間
に
あ
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
 

地
酒
で
あ
る
県
産
酒
、
み
そ
、
 

し
よ
う
ゆ
、
水
産
加
工
品
、
津

軽
塗
戸
こ
ぎ
ん
製
品
、
菓
子
類

民
芸
雑
貨
品
、
お
も
ち
や
、
ガ

ラ
ス
製
品
な
ど
で
す
。
 【

 

 
、
 

く
 

馴
車
場
の
規
制
 

市
庁
舎
の
仮
駐
車
場
は
、
こ

れ
ま
で

一
般
に
解
放
し
て
き
ま

し
た
が
同
地
内
に
消
防
会
館
の

建
設
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
の
で

隣
接
の
北
側
駐
車
場
の
利
用
法

が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

①
市
役
所
と
産
経
会
館
に
用
事

が
あ
る
方
に
限
り
、
警
備
員
室

で
簡
単
な
手
続
き
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
 

②
駐
車
時
間
は
、
二
時
間
以
内

で
お
願
い
し
ま
す
が
用
件
が
長

び
い
た
と
き
は
、
用
務
先
か
ら

時
間
延
長
の
証
明
書
の
交
付
を

受
け
お
帰
り
の
際
警
備
員
に
ご

提
示
く
だ
さ
い
③
土
曜
日
の
午

後
と
休
日
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
一
般
開
放
し
ま
す
。
 

④
駐
車
場
の
開
閉
時
間
は
 

開
場
 
午
前
八
時
 

閉
場
 
午
後
五
時
で
す
。
 

・

ー

ー
ソ
とl
《
●
ー
？
又
 

.?
JH
セ
二
‘ィ
，！
い白
ハ
劃
旧
 

大
蔵
省
は
、
引
揚
者
か
ら
お

預
か
り
し
た
通
貨
な
ど
を
返
還

し
て
い
ま
す
。
 

終
戦
後
、
海
外
か
ら
の
引
揚

者
が
、
L
陸
港
で
税
関
な
ど
に

預
け
た
り
、
引
揚
集
結
地
で
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
た
通
貨
、
 

証
券
な
ど
は
、
引
揚
者
の
み
な

さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
の
返
還
請

求
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

連
絡
先
は
 

ー
 

社
団
法
人
、
青
森
県
引
揚
者
 

北
金
沢

一
八
四
（
電
話
、
青
森
 

団
体
槌
合
会
事
務
局
、
青
森
市
  

(
 

（
七
七）
一
八
三
九
番
）
 

産
米
共
励
会
 

二
＋
日

締

切
り
 

市
で
は
、
四
十
八
年
度
の
 
「
 

り
ん
ご
品
評
会
」
と
「
産
米
共

励
会
」
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で

出
品
希
望
者
は
、
と
も
に
九
月

二
十
日
ま
で
市
農
林
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
き
い
。
 

出
品
の
資
格
や
要
領
な
ど
は

同
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

「
り
ん
ご
品
評
会
」
の
申
込
用

紙
は
、
同
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
 

おしらせ 

県
産

品
を
愛
用
し

ま
し

よ
う
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